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【手続補正書】
【提出日】平成25年2月12日(2013.2.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　耳栓であって、
　少なくとも部分的に可撓性の遠位端と、
　膨張可能要素と、
　可撓性の反対側遠位端と
　を備え、該反対側遠位端は、変形可能である少なくとも１つの部分を有し、該膨張可能
要素は、膨張チャネルによって該遠位端に動作可能に取着されており、該少なくとも１つ
の部分が変形させられると、該膨張可能要素は、調節可能な圧力まで拡張し、該反対側遠
位端の少なくとも１つの部分は、加圧力を提供することにより該膨張可能要素の拡張を維
持する、耳栓。
【請求項２】
　前記加圧力は、弾力性膜によって提供される、請求項１に記載の耳栓。
【請求項３】
　前記加圧力は、所与の位置に螺入することによって固定されるプレートによって提供さ
れる、請求項１に記載の耳栓。
【請求項４】
　前記加圧力は、弾性部材によって提供される、請求項１に記載の耳栓。
【請求項５】
　前記膨張可能要素は、少なくとも１つのバルーンである、請求項１に記載の耳栓。
【請求項６】
　前記膨張可能要素は、約０．１バール乃至約０．４バールのゲージ圧によって加圧され
る、請求項５に記載の耳栓。
【請求項７】
　前記反対側遠位端は、可動部分と、非可動部分とを含み、該可動部分を引っ張ることに
より、変形可能である該反対側遠位端の少なくとも１つの部分が変形し、変形可能である
該反対側遠位端は、加圧力を提供する弾力性膜である、請求項２に記載の耳栓。
【請求項８】
　前記反対側遠位端は、可動部分と、非可動部分とを含み、該可動部分を捻ることにより
、プレートが螺入され、該プレートは、加圧力を提供することにより、変形可能である該
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反対側遠位端の少なくとも１つの部分を変形させる、請求項３に記載の耳栓。
【請求項９】
　前記反対側遠位端は、可動部分と、非可動部分とを含み、該可動部分は、挟んだ状態か
ら解放されるように構成されており、該可動部分は、前記弾性部材を含み、該弾性部材は
、加圧力を提供することにより、変形可能である該反対側遠位端の少なくとも１つの部分
を変形させる、請求項４に記載の耳栓。
【請求項１０】
　前記可動部分が挟まれて、変形可能である前記反対側遠位端の少なくとも１つの部分を
変形状態から解放すると、前記膨張可能要素は、膨張する、請求項９に記載の耳栓。
【請求項１１】
　変形可能である前記反対側遠位端が変形させられると、流体が、前記膨張可能要素内に
移動させられる、請求項７、８または９のいずれか１項に記載の耳栓。
【請求項１２】
　前記流体は、空気である、請求項１１に記載の耳栓。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明は、例えば、以下を提供する：
（項目１）
　耳栓であって、
　少なくとも部分的に可撓性の遠位端と、
　膨張可能要素と、
　可撓性の反対側遠位端と
　を備え、該反対側遠位端は、変形可能である少なくとも１つの部分を有し、該膨張可能
要素は、膨張チャネルによって該遠位端に動作可能に取着されており、該少なくとも１つ
の部分が変形させられると、該膨張可能要素は、調節可能な圧力まで拡張し、該反対側遠
位端の少なくとも１つの部分は、加圧力を提供することにより該膨張可能要素の拡張を維
持する、耳栓。
（項目２）
　前記加圧力は、弾力性膜によって提供される、項目１に記載の耳栓。
（項目３）
　前記加圧力は、所与の位置に螺入することによって固定されるプレートによって提供さ
れる、項目１に記載の耳栓。
（項目４）
　前記加圧力は、弾性部材によって提供される、項目１に記載の耳栓。
（項目５）
　前記膨張可能要素は、少なくとも１つのバルーンである、項目２に記載の耳栓。
（項目６）
　前記膨張可能要素は、少なくとも１つのバルーンである、項目３に記載の耳栓。
（項目７）
　前記膨張可能要素は、少なくとも１つのバルーンである、項目４に記載の耳栓。
（項目８）
　前記膨張可能要素は、約０．１バール乃至約０．４バールのゲージ圧によって加圧され
る、項目５に記載の耳栓。
（項目９）
　前記膨張可能要素は、約０．１バール乃至約０．４バールのゲージ圧によって加圧され
る、項目６に記載の耳栓。
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（項目１０）
　前記膨張可能要素は、約０．１バール乃至約０．４バールのゲージ圧によって加圧され
る、項目７に記載の耳栓。
（項目１１）
　前記反対側遠位端は、可動部分と、非可動部分とを含み、ユーザは、該可動部分を引っ
張ることにより、変形可能である該反対側遠位端の少なくとも１つの部分を変形させるこ
とが可能であり、変形可能である該反対側遠位端は、加圧力を提供する弾力性膜である、
項目８に記載の耳栓。
（項目１２）
　前記反対側遠位端は、可動部分と、非可動部分とを含み、ユーザは、該可動部分を捻る
ことにより、プレートを螺入させることが可能であり、該プレートは、加圧力を提供する
ことにより、変形可能である該反対側遠位端の少なくとも１つの部分を変形させる、項目
９に記載の耳栓。
（項目１３）
　前記反対側遠位端は、可動部分と、非可動部分とを含み、ユーザは、該可動部分を挟ん
だ状態から解放することが可能であり、該可動部分は、弾性部材を含み、該弾性部材は、
加圧力を提供することにより、変形可能である該反対側遠位端の少なくとも１つの部分を
変形させる、項目１０に記載の耳栓。
（項目１４）
　ユーザが、前記可動部分を挟むことにより、変形可能である前記反対側遠位端の少なく
とも１つの部分を変形状態から解放すると、前記膨張可能要素は、膨張する、項目１３に
記載の耳栓。
（項目１５）
　変形可能である前記反対側遠位端が変形させられると、流体が、前記膨張可能要素内に
移動させられる、項目１１に記載の耳栓。
（項目１６）
　変形可能である前記反対側遠位端が変形させられると、流体が、前記膨張可能要素内に
移動させられる、項目１２に記載の耳栓。
（項目１７）
　変形可能である前記反対側遠位端が変形させられると、流体が、前記膨張可能要素内に
移動させられる、項目１３に記載の耳栓。
（項目１８）
　前記流体は、空気である、項目１５に記載の耳栓。
（項目１９）
　前記流体は、空気である、項目１６に記載の耳栓。
（項目２０）
　前記流体は、空気である、項目１７に記載の耳栓。
　少なくとも１つの例示的実施形態は、少なくとも部分的に可撓性の遠位端と、膨張可能
要素と、可撓性の反対側遠位端とを備え、反対側遠位端が、変形可能な少なくとも１つの
部分を有し、膨張可能要素が、膨張チャネルによって、遠位端に動作可能に取着され、少
なくとも１つの部分が変形させられると、膨張可能要素が、調節可能圧力まで拡張し、反
対側遠位端の少なくとも１つの部分が、加圧力を提供し、膨張可能要素の拡張を維持する
、耳栓に関する。
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